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　　　　　　　1　は　じ　め　に

　WPC（W00d－P1astic　Combination）は寸法安定性

が改善されることが特長の一つである．これまでの研究

報告によると吸湿および吸水によるAS　Eの挙動は一致

していない場合が多い．吸湿によるAS　Eに与える因子

は充填ポリマー量とそれによるバルキング量の相乗効果

であると考えられ，一方吸水におけるAS　E挙動は主と

して充填ポリマー量と，モノマー一ポリマー転化に伴う

収縮応力の減少などの因子が大きく影響すると考えられ

る．なお，これまでのWPCのAS　Eの知見では高ポリ

マー量のそれについてはほとんど検討されていない．

　前報1）では膨潤効果の異なる3種の溶媒を用いてWP

Cを製造し，吸湿性およびそれに伴う寸法安定性に及ぼ

す溶媒効果について報告した．その結果，WPCの寸法

安定性に対して溶媒効果が認められ，しかもそれらの溶

媒間に及ぽす効果の程度に明らかな差異がみられた．

また，寸法安定性の主因子としてポリマーによる充填効

果が最も大きく影響し，バルキング効果も関与している

ことが判明した．

　本報では前報1）と同一条件でWPCを製造し，試片を

水申浸漬することにより寸法安定性に及ぼす吸水挙動を

検討した．

　本実験の遂行にあたって，竹久修氏（現・東京ハード

ボードKK）に種々助力願ったので，ここに謝意を表す

る．
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　　　　　　　2　実　験　方　法

2．1WPCの製造
　試料，モノマー，溶媒，重合開始剤ならびに重合方法

などについては前報］）と全く同じ条件下でWPCを製造

した．

　2．2　吸水試験

WPCが作成された試片を20±O．5．Cの恒温恒湿室で

蒸留水の入ったビーカー申に浸漬し，吸水させた．接線

方向の経時的寸法変化を精度1／100mmの読取顕微鏡

で測定して膨潤率を求めた．寸法変化が完全に平衡状態

に達した時点の膨潤率から抗膨潤能力（AS　E　Ant1－

swe11mg　eff1c1ency）を次式で算出した

　　AS　E一無処理材の膨潤率一処理材の膨潤率メ100
　　　　　　　　　　無処理材の膨潤率　　　　（％）

また，恒量に達した試片の吸水量から吸水率を計算し

た．なお，データは1条件につき5個の試片から得た数

値の平均値とした．

3　実験結果および考察

　吸水によってAS　Eに及ぽす溶媒の影響をFig．1か

らみると，メタノールの場合溶媒量25％，50％とも30％

前後のAS　E値を示しているが，ジオキサンで添加量50

％の場合を除いて他はすべてOに近いか，あいはマイナ

スの値を示している．すなわち，メタノールの場合を除

いてAS　Eに及ぼす溶媒効果はほとんど認められなかっ

た．前報1）で報告した吸湿試験において溶媒添加によっ

てAS　Eに及ぼす著しい効果が認められたのに比較し

て，吸水試験の場合AS　Eが非常に低い．このことは，

水申浸漬条件下では吸湿とは全く違った挙動を寸法安定
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　Figures　used　in　Fig－1to3

　　　1：MMA　on1y
　　2，3：MMA－Methano1
　　4，5：MlMA－Benzene
　　6，7　MMA＿D1oxane
Flg　l　Re1at1onsh1p　between　ant1－swe11mg
　　efficiency（ASE）　and　Bu1k　（increase

　　m　vacuum－dry　d1mens1on　on　po1yme－
　　riZatiOn

性に及ぽすことが推察される．

　吸湿ではWPCの寸法安定性に及ぼす因子としてバル

キンダ量およびポリマー量の影響が大きいことを認め

た．一方，吸水の場合AS　Eとバルキング量との関係を

Fig－1に示すように，バルキング量がAS　Eに及ぼす

効果はほとんど認められなかった．

　Fig．2は，吸水による寸法変化が平衡状態に達した

時点における試片の吸水率とポリマー量との関係を図示

したものである．両者の間に明らかな逆比例関係にある

ことが認められる．すなわち，ポリマー量が増加すると

吸水率は直線的に減少す8‘’攻湿挙動と異なることは溶

媒の種類や溶媒量にほとんど関係なく，吸水率はただ材

申に充填されたポリマー量だけに依存していることであ

る．ポリマー量増加による吸水率の減少は，主因子とし

て充填効果が考えられ，木材申の空隙にホリマーが沈積

している結果，水分吸収量が少なくなる．

　吸水率とポリマー量との間に直線関係が認められたけ

れども，AS　EとMEE（吸湿率の減少率）との間にみ

られたような比例関係は，ASEとWEE（吸水率の減

少率）との両者間に見い出されなかった．

　吸水がWPCの寸法安定性に大きく影響するのはポリ

マー量と考えられるので，ポリマー量とASEとの関係

を示したのがFig．3である．前報！）で報告した吸湿試

験におけるAS　E一ポリマー量関係は各溶媒量ごとにほ

ぼ比例関係が認められたのに比べて，吸水の場合にはそ

のような比例関係は全く認められず，ポリマー量が多い

ほどかえってASEは減少する傾向を示している．ま

た，吸湿の場合はAS　Eに及ぼす溶媒効果が認められ，

ジオキサン＞ベンゼン＞メタノールの順でAS　Eの著し

い向上がみられたが，吸水の場合は溶媒間に明らかな効

果は現われていない．吸水率一ポリマー量間に直線関係

が認められたにもかかわらず，高ポリマー量でのAS　E

の低下は吸湿挙動と明らかに異なる．この理由について

考察を進める．

　吸湿の場合，与えられるAS　Eは充填ポリマー量に比

例して増大したが，Fig．3に示したように，吸水の場

合では異なったAS　E挙動を示した．モノマーはポリマ

ーに転化する際に体積収縮を行なうことは一般に知られ

ている．これまでの知見によると，熱重合によって製造

した高ポリマー量のWPCにおいて木材の高温乾燥に見

られるCo11apse現象が認められている．このことは，
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重合による体積収縮（収縮応力の発生）が原因している

と考えられている．本実験でも，MMAモノマー100％

を注入重合した試片で接線方向においてO．8％（辺材），

26％（心材）の収縮率がめったことからも十分にわか

る．このようにポリマー転化によって収縮応力が内在レ

ている試庁を，水中浸漬して十分に膨潤状態に達した時

に，吸水した水分によって受ける応力の減少は吸湿の場

合よりも非常に大きくなることが考えられる．従って，

非常に高いポリマー量になれば，膨潤量が大きくなり，

AS　Eは低下する．本実験と同様な結果はLOoS2）が

行なった研究にもみられる．その研究ではLob1o11y

pineおよびYel1ow　pop1arについてMMAモノマー

を注入重合した試片の吸水による寸法変化を測定し，A

S　Eとポリマー量との関係から最大AS　Eは申間ポリマ

ー量で得られ，高ポリマー量ではASEはほとんどOに

低下するとし，その理由として同様な見解を報告してい

る．図中の実線はLOOSの見解に基づいて一般的な傾

向を推定して挿入したものである．なお，AS　Eに及ぼ

す溶媒の差異の影響もあると考えられるが，これに関し

てはさらに詳細な研究を行ない，明らかにする予定であ

る．

　　　　　　　4　お　わ　り　に

　WPC（ヒノキーPMMA）を製造し，前報1）の吸湿

試験に引き続一き，吸水による寸法安定性を検討した．そ

の結果，WPCの吸水挙動は吸湿の場合とぽ異なること

を示し，ASEとポリマー量との関係はLOOS2）の見

解とほぼ同様な結果を得た．すなわち，吸水率とポリマ

ー量との間に逆比例関係が得られたにもかかわらず，ポ

リマー量が非常に高くなるき‘AS　Eは低下し，Oに近い

値を示す傾向にある．
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　In　th1s　paper，the　beha▽1or　of　water　absorpt1on　on　PMMA－Hmok1comb1nat1on（WPC）

has　been　1n・vest1gated，fo11ow1ng　the　hygroscop1c1ty　exper1皿ent　of　the　prev1ous　report
（IV）（1）．

　The　spec1mens（10（R）×50（T）×5（L）mm）of　H1nok1（Cゐα刎αω抄αγz50肋醐1ENDL）were

mpregnated　w1th　methy　methacry1ate（MMA），u⊆1ngマar1ous　treatment　cond1t10ns，and

cured　by　the　cata1yst－heat　techn1que　as　descr1bed1n　the　prev1ous　report

　The　ASE（ant1－swe11mg　eff1c1ency）皿easurements　were　mad．e　on　vacuum－d－ry　and－

water－soaked．specmens　The　spec1mens　were　a11owed－to　soak　unt11equ111bnum　swe111ng

was　reached－　The　dmens1ona1change1n　tagent1a1d．1rect1on　were　then　measured－and．

the　ASE　was　ca1cu1ated．

　The　resu1ts　obtained．are　as　fo11ows：

The　behav1or　of　water　absorpt1on　onWPC　shows　a　d1fferent　phenomenon　from　that　of

hygroscop1c1ty　Name1y，the　resu1ts　concem1ng　the　re1at1on　between　ASE　and　po1ymer

content（F1g3）showed．a　tend－ency　apProx1mate1y　s1m11ar　to　those　of　Loos’sτud．y

A1though　an　m▽erse　proport1ona1re1at1on　between　po1ymer　content　and．water　absorpt1on

1s　obtamed．（F1g2），at　h1gher　po1ymer　content　the　ASE∀a1ue§幽to　d．rop　off　and

show　va1ues　near　to　zero．As　the　reason　for　this，it　is　assumed－that　at　high　po1ymer

content　the　spec1mens　shr1nk　due　to　the　shr1nkage　of　the　monomer　d．urmg　po1ymer1za－

t1on，and．thus　d．ur1ng　swe11mg　th1s　shrmkage　stress1s　re11eyed　caus1ng　greater　than

norma1swe11mg


